
(57)【要約】

【目的】

再生遅延時間が少なく、かつ、アンダーフローやオーバ

ーフローが多発しない映像ストリーミングを実現するこ

とを目的とする。

 

【構成】

パケット受信部１０１にはＩＰネットワークを経由して

配信された映像データが入力される。この符号化パケッ

トデータには、送信側で時刻情報が挿入するため、受信

器内のシステムクロック１１１および挿入された時刻情

報を連続して対比させることによって、伝送路における

ジッタの様子を知ることが可能となる。最大遅延ジッタ

と、平均遅延ジッタの差の時間に受信するデータ量を最

適な読み出し蓄積量とし、受信開始後、その量が受信バ

ッファに蓄積された後に、復号再生を開始する。

 

【選択図】

図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
所 定 パ ケ ッ ト 間 隔 で ス ト リ ー ム の 再 生 時 間 情 報 が 挿 入 さ れ た 符 号 化 ス ト リ ー ム を 受 信 し 、
符 号 化 ス ト リ ー ム を 受 信 バ ッ フ ァ に 出 力 す る パ ケ ッ ト 受 信 部 と 、
符 号 化 ス ト リ ー ム を 蓄 積 す る た め の メ モ リ を 備 え た 受 信 バ ッ フ ァ と 、
受 信 バ ッ フ ァ に 蓄 え る パ ケ ッ ト デ ー タ の 量 を 算 出 す る 読 み 出 し 蓄 積 量 算 出 部 と 、
パ ケ ッ ト 受 信 部 が 受 信 バ ッ フ ァ に 出 力 し た パ ケ ッ ト デ ー タ 量 を 常 時 監 視 し 、 装 置 が 動 作 を
開 始 し て か ら 受 信 バ ッ フ ァ に 蓄 え ら れ た パ ケ ッ ト デ ー タ 総 量 が 最 初 に 読 み 出 し 蓄 積 量 に 達
し た 時 に 読 み 出 し 要 求 信 号 を 出 力 す る 蓄 積 量 監 視 部 と 、
蓄 積 量 監 視 部 か ら 読 み 出 し 要 求 信 号 を あ っ た 時 に 、 受 信 バ ッ フ ァ か ら 、 受 信 符 号 化 ス ト リ
ー ム に 付 加 さ れ た 再 生 時 間 情 報 の タ イ ミ ン グ で パ ケ ッ ト デ ー タ を 読 み 出 し デ コ ー ド し 再 生
を 開 始 す る デ コ ー ド 再 生 部 と 、
を 有 す る デ ー タ 受 信 装 置 。
 
【 請 求 項 ２ 】
前 記 読 み 出 し 蓄 積 量 算 出 部 は 、 パ ケ ッ ト 受 信 部 で 受 信 し た 符 号 化 ス ト リ ー ム に 挿 入 さ れ た
再 生 時 間 情 報 と 、 符 号 化 ス ト リ ー ム を 受 信 し た 時 の 受 信 装 置 内 の シ ス テ ム ク ロ ッ ク か ら 、
時 間 幅 Ｔ に お け る 平 均 遅 延 ジ ッ タ 量 を 算 出 し 、 最 大 遅 延 ジ ッ タ 量 と 該 平 均 遅 延 ジ ッ タ 量 の
差 分 を 読 み 出 し 蓄 積 量 と し 、 該 読 み 出 し 蓄 積 量 を 蓄 積 量 監 視 部 に 通 知 す る 処 理 を 行 う 事 を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ 受 信 装 置 。
 
【 請 求 項 ３ 】
前 記 読 み 出 し 蓄 積 量 算 出 部 は 、 パ ケ ッ ト 受 信 部 で 受 信 し た 符 号 化 ス ト リ ー ム に 挿 入 さ れ た
再 生 時 間 情 報 と 、 符 号 化 ス ト リ ー ム を 受 信 し た 時 の 受 信 装 置 内 の シ ス テ ム ク ロ ッ ク か ら 、
時 間 幅 Ｔ に お け る 平 均 遅 延 ジ ッ タ 量 を 算 出 し 、 最 大 遅 延 ジ ッ タ 量 と 該 平 均 遅 延 ジ ッ タ 量 の
差 分 を 読 み 出 し 蓄 積 量 と し 、 該 読 み 出 し 蓄 積 量 を 蓄 積 量 監 視 部 に 通 知 す る 処 理 を 行 い 、 該
蓄 積 量 算 出 部 は 、 装 置 が 動 作 を 開 始 し て か ら 最 初 に 読 み 出 し 蓄 積 量 に 達 し た 時 に 加 え 、 受
信 バ ッ フ ァ に お い て 符 号 化 ス ト リ ー ム が 空 に な っ た 場 合 （ ア ン ダ ー フ ロ ー ） や 、 受 信 バ ッ
フ ァ に お い て 符 号 化 ス ト リ ー ム が 溢 れ た 場 合 （ オ ー バ ー フ ロ ー ） な ど の 状 態 が 発 生 す る な
ど 、 受 信 バ ッ フ ァ が 破 綻 し た 後 に も 、 読 み 出 し 蓄 積 量 を 算 出 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ に 記 載 の デ ー タ 受 信 装 置 。
 
【 請 求 項 ４ 】
前 記 読 み 出 し 蓄 積 量 算 出 部 は 、 装 置 の 処 理 開 始 時 に お い て は 、 読 み 出 し 蓄 積 量 の 初 期 値 と
し て 、 ０ で は 無 く 受 信 バ ッ フ ァ サ イ ズ よ り も 小 さ な 正 数 値 Ｎ を 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ 受 信 装 置 。
 
【 請 求 項 ５ 】
前 記 読 み 出 し 蓄 積 量 算 出 部 は 、 決 定 し た 読 み 出 し 蓄 積 量 が Ｍ を 超 え た 時 に 、 該 読 み 出 し 蓄
積 量 を Ｍ と す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ 受 信 装 置 。
 
【 請 求 項 ６ 】
前 記 読 み 出 し 蓄 積 量 算 出 部 は 、 常 に 平 均 遅 延 ジ ッ タ を 計 算 し 、 ア ン ダ ー フ ロ ー や オ ー バ ー
フ ロ ー が 発 生 し 次 第 、 読 み 出 し 蓄 積 量 の 再 計 算 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載
の デ ー タ 受 信 装 置 。
 
【 請 求 項 ７ 】
前 記 読 み 出 し 蓄 積 量 算 出 部 は 、 常 に 最 大 遅 延 ジ ッ タ お よ び 平 均 遅 延 ジ ッ タ を 計 算 し 、 最 大
遅 延 ジ ッ タ と 平 均 遅 延 ジ ッ タ の 差 Ａ が 、 装 置 の 処 理 開 始 時 に 設 定 し た 読 み 出 し 蓄 積 量 Ｂ を
下 回 っ た 場 合 に 、 読 み 出 し 蓄 積 量 を Ａ と す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ
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受 信 装 置 。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 装 置 は 、 例 え ば Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク 等 を 経 由 し て 、 リ ア ル タ イ ム に 映 像 の 受 信 お よ び 再 生
を 行 う 際 に 好 適 な 、 デ ー タ 受 信 装 置 に 関 す る 。
 
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
デ ジ タ ル デ ー タ 化 さ れ た 映 像 デ ー タ を Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 し て Ｐ Ｃ 等 ク ラ イ ア ン ト で
閲 覧 す る 方 法 と し て 、 映 像 デ ー タ を ク ラ イ ア ン ト が 一 括 ダ ウ ン ロ ー ド し 、 全 て の ダ ウ ン ロ
ー ド が 終 了 し て か ら フ ァ イ ル を 開 い て 再 生 す る 方 法 と 、 連 続 的 に 送 信 さ れ る 映 像 デ ー タ を
ク ラ イ ア ン ト が 受 信 し な が ら 、 そ れ を 順 次 再 生 し て い く 方 法 が あ る 。 し か し 、 前 者 は 、 高
度 な 圧 縮 技 術 を 使 っ た と し て も 巨 大 な 映 像 デ ー タ を 全 て ダ ウ ン ロ ー ド す る の に 膨 大 な 時 間
を 必 要 と し 、 現 在 の Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク の 転 送 速 度 を 持 っ て し て は 、 リ ア ル タ イ ム 性 に あ ま
り に も か け 離 れ た も の と な っ て し ま う 。 そ こ で 、 後 者 の よ う な 、 ダ ウ ン ロ ー ド 完 了 を 待 た
ず し て 映 像 の 再 生 が で き る 手 法 （ 映 像 ス ト リ ー ミ ン グ ） が 注 目 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
映 像 ス ト リ ー ミ ン グ に お い て は 、 Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 し て 連 続 的 に 受 信 し た 映 像 デ ー
タ パ ケ ッ ト は 、 伝 送 に 関 わ る 伝 送 遅 延 ジ ッ タ を 考 慮 し て 、 ク ラ イ ア ン ト が 持 つ メ モ リ 等 の
バ ッ フ ァ に 蓄 え ら れ て い き 、 あ る 一 定 量 の 蓄 積 の 後 に 、 そ の 映 像 デ ー タ を 読 み 出 し て 復 号
化 を 行 い 、 再 生 デ ー タ と し て ク ラ イ ア ン ト の デ ィ ス プ レ イ 等 に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
下 記 標 準 技 術 集 に お い て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ ト コ ル 電 話 に お け る 伝 送 遅 延 ジ ッ タ に 対 処
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す る た め に 、 バ ッ フ ァ を 使 用 す る 技 術 的 な 例 が 記 載 さ れ て い る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 標 準 技 術 集 「 イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ ト コ ル 電 話 （ Ｉ Ｐ 電 話 ） 技 術 」 １ － １
－ ３ （ 特 許 庁 総 務 部 技 術 調 査 課 技 術 動 向 班 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 下 記 特 許 文 献 １ で は 、 ス ト リ ー ミ ン グ に お い て 、 バ ッ フ ァ の 破 綻 が あ っ た 場 合 に 、
ア ン ダ ー フ ロ ー な ら ば 、 最 初 に 読 み 出 す ま で の 蓄 積 量 を 増 加 さ せ 、 オ ー バ ー フ ロ ー な ら ば
、 最 初 に 読 み 出 す ま で の 蓄 積 量 を 減 少 さ せ る 技 術 が 述 べ ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ０ １ ３ ６ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
ク ラ イ ア ン ト へ の パ ケ ッ ト デ ー タ の 伝 送 遅 延 ジ ッ タ の 変 動 に は 、 Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク の ト ラ
フ ィ ッ ク 輻 輳 に 伴 う 変 動 や エ ラ ー 訂 正 に 起 因 す る パ ケ ッ ト 再 送 な ど 、 短 期 的 な も の で あ る
た め ジ ッ タ 量 の 平 均 値 が 変 わ ら な い 変 動 と 、 Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク に お け る ノ ー ド の 増 減 や 伝
送 経 路 の 変 化 な ど 、 長 期 的 な も の で あ る た め ジ ッ タ 量 の 平 均 値 が 変 わ る 変 動 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ク ラ イ ア ン ト の 受 信 バ ッ フ ァ に デ ー タ を あ る 一 定 量 蓄 積 し て か ら 復 号 化 し 再 生 す る 方 式 は
、 伝 送 遅 延 ジ ッ タ の 吸 収 に 有 効 で あ る が 、 正 確 な ジ ッ タ 量 は 予 測 不 可 能 で あ る た め 、 バ ッ
フ ァ 内 の 蓄 積 デ ー タ が 空 に な り 再 生 が 途 切 れ る ア ン ダ ー フ ロ ー 状 態 を 避 け る た め に 、 経 験
的 な 量 を 元 に 蓄 積 量 を 大 き め に 設 定 し な け れ ば な ら な い た め 、 再 生 遅 延 が 大 き く な る と い
う 問 題 が あ る 。 し か し ア ン ダ ー フ ロ ー は 正 確 な ジ ッ タ 量 の 予 測 不 可 能 性 に よ り 、 こ れ ま で
根 絶 す る こ と は 出 来 な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 経 験 的 な 量 と し て 蓄 積 量 を 手 動 で 設 定 し た り 、 前 記 特 許 文 献 １ の よ う に バ ッ フ ァ の
破 綻 が あ っ て 初 め て 蓄 積 量 を 調 整 し て い く 手 法 で は 、 上 記 の よ う な 長 期 的 伝 送 遅 延 ジ ッ タ
の 変 動 が 多 発 す る よ う な 場 合 に は 、 連 続 し て 起 こ る バ ッ フ ァ の 破 綻 に よ る 品 質 の 劣 化 は 改
善 さ れ な い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た こ れ ら 従 来 の 手 法 で は 、 ア ン ダ ー フ ロ ー の 頻 度 を 少
な く す る こ と を 主 眼 と す る た め に 、 読 み 出 し 蓄 積 量 を で き う る 限 り 小 さ く す る と い う こ と
、 つ ま り 、 再 生 に あ た っ て の 時 間 的 デ ィ レ イ を 小 さ く す る と い う 概 念 が 薄 い た め 、 例 え ば
、 伝 送 遅 延 ジ ッ タ が 長 時 間 に わ た っ て 一 定 値 で あ る な ら ば 読 み 出 し 蓄 積 量 は ０ で も 良 い 、
と い う こ と が 反 映 さ れ な い 。
 
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 で は 以 下 の よ う な 手 段 を と る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ １ ） 所 定 パ ケ ッ ト 間 隔 で ス ト リ ー ム の 再 生 時 間 情 報 が 挿 入 さ れ た 符 号 化 ス ト リ ー ム を 受
信 し 、 符 号 化 ス ト リ ー ム を 受 信 バ ッ フ ァ に 出 力 す る パ ケ ッ ト 受 信 部 と 、
符 号 化 ス ト リ ー ム を 蓄 積 す る た め の メ モ リ を 備 え た 受 信 バ ッ フ ァ と 、 受 信 バ ッ フ ァ に 蓄 え
る パ ケ ッ ト デ ー タ の 量 を 算 出 す る 読 み 出 し 蓄 積 量 算 出 部 と 、 パ ケ ッ ト 受 信 部 が 受 信 バ ッ フ
ァ に 出 力 し た パ ケ ッ ト デ ー タ 量 を 常 時 監 視 し 、 装 置 が 動 作 を 開 始 し て か ら 受 信 バ ッ フ ァ に
蓄 え ら れ た パ ケ ッ ト デ ー タ 総 量 が 最 初 に 読 み 出 し 蓄 積 量 に 達 し た 時 に 読 み 出 し 要 求 信 号 を
出 力 す る 蓄 積 量 監 視 部 と 、 蓄 積 量 監 視 部 か ら 読 み 出 し 要 求 信 号 が あ っ た 時 に 、 受 信 バ ッ フ
ァ か ら 、 受 信 符 号 化 ス ト リ ー ム に 付 加 さ れ た 再 生 時 間 情 報 の タ イ ミ ン グ で パ ケ ッ ト デ ー タ
を 読 み 出 し デ コ ー ド し 再 生 を 開 始 す る デ コ ー ド 再 生 部 と 、 を 有 す る デ ー タ 受 信 装 置 で あ る
。
【 ０ ０ １ １ 】
（ ２ ） 前 記 読 み 出 し 蓄 積 量 算 出 部 は 、 パ ケ ッ ト 受 信 部 で 受 信 し た 符 号 化 ス ト リ ー ム に 挿 入
さ れ た 再 生 時 間 情 報 と 、 符 号 化 ス ト リ ー ム を 受 信 し た 時 の 受 信 装 置 内 の シ ス テ ム ク ロ ッ ク
か ら 、 時 間 幅 Ｔ に お け る 平 均 遅 延 ジ ッ タ 量 を 算 出 し 、 最 大 遅 延 ジ ッ タ 量 と 該 平 均 遅 延 ジ ッ
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タ 量 の 差 分 を 読 み 出 し 蓄 積 量 と し 、 該 読 み 出 し 蓄 積 量 を 蓄 積 量 監 視 部 に 通 知 す る 処 理 を 行
う 蓄 積 量 算 出 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 受 信 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ３ ） 前 記 読 み 出 し 蓄 積 量 算 出 部 は 、 パ ケ ッ ト 受 信 部 で 受 信 し た 符 号 化 ス ト リ ー ム に 挿 入
さ れ た 再 生 時 間 情 報 と 、 符 号 化 ス ト リ ー ム を 受 信 し た 時 の 受 信 装 置 内 の シ ス テ ム ク ロ ッ ク
か ら 、 時 間 幅 Ｔ に お け る 平 均 遅 延 ジ ッ タ 量 を 算 出 し 、 最 大 遅 延 ジ ッ タ 量 と 該 平 均 遅 延 ジ ッ
タ 量 の 差 分 を 読 み 出 し 蓄 積 量 と し 、 該 読 み 出 し 蓄 積 量 を 蓄 積 量 監 視 部 に 通 知 す る 処 理 を 行
う 蓄 積 量 算 出 部 を 有 し 、 該 蓄 積 量 算 出 部 は 、 装 置 が 動 作 を 開 始 し て か ら 最 初 に 読 み 出 し 蓄
積 量 に 達 し た 時 に 加 え 、 受 信 バ ッ フ ァ に お い て 符 号 化 ス ト リ ー ム が 空 に な っ た 場 合 （ ア ン
ダ ー フ ロ ー ） や 、 受 信 バ ッ フ ァ に お い て 符 号 化 ス ト リ ー ム が 溢 れ た 場 合 （ オ ー バ ー フ ロ ー
） な ど の 状 態 が 発 生 し 、 受 信 バ ッ フ ァ が 破 綻 し た 後 に も 、 読 み 出 し 蓄 積 量 を 算 出 す る こ と
を 特 徴 と す る デ ー タ 受 信 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ４ ） 前 記 読 み 出 し 蓄 積 量 算 出 部 は 、 処 理 開 始 時 に お い て 、 読 み 出 し 蓄 積 量 の 初 期 値 と し
て 、 ０ で は 無 く 受 信 バ ッ フ ァ の サ イ ズ よ り も 小 さ な 正 数 値 Ｎ を 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る
デ ー タ 受 信 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ ５ ） 前 記 読 み 出 し 蓄 積 量 算 出 部 は 、 決 定 し た 読 み 出 し 蓄 積 量 が 、 異 常 に 大 き な 値 Ｍ を 超
え た 時 に 、 該 読 み 出 し 蓄 積 量 を Ｍ と す る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 受 信 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ ６ ） 前 記 読 み 出 し 蓄 積 量 算 出 部 は 、 常 に 平 均 遅 延 ジ ッ タ を 計 算 し 、 ア ン ダ ー フ ロ ー や オ
ー バ ー フ ロ ー が 発 生 し 次 第 、 読 み 出 し 蓄 積 量 の 再 計 算 を 行 う こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 受 信
装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ ７ ） 前 記 読 み 出 し 蓄 積 量 算 出 部 は 、 常 に 最 大 遅 延 ジ ッ タ お よ び 平 均 遅 延 ジ ッ タ を 計 算 し
、 最 大 遅 延 ジ ッ タ と 平 均 遅 延 ジ ッ タ の 差 Ａ が 、 装 置 の 処 理 開 始 時 に 設 定 し た 読 み 出 し 蓄 積
量 Ｂ を 下 回 っ た 場 合 に 、 読 み 出 し 蓄 積 量 を Ａ と す る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 受 信 装 置 で あ
る 。
 
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 請 求 項 １ に よ れ ば 、 Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク か ら 受 信 し た パ ケ ッ ト デ ー タ の バ ッ フ ァ へ
の 蓄 積 量 を 自 動 的 に 設 定 で き 、 し か も 再 生 遅 延 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 バ
ッ フ ァ が 破 綻 す る ま で 蓄 積 量 を 調 整 で き な い と い っ た 、 従 来 の 手 法 と は 違 う た め 、 Ｉ Ｐ ネ
ッ ト ワ ー ク の 状 況 が 変 わ る な ど し て 短 期 的 遅 延 ジ ッ タ や 長 期 的 遅 延 ジ ッ タ が 多 発 す る よ う
な 場 合 で も 、 ア ン ダ ー フ ロ ー の 多 発 を 未 然 に 防 ぐ 事 が 可 能 と な る 。
 
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に よ れ ば 、 バ ッ フ ァ か ら の パ ケ ッ ト デ ー タ の 読 み 出 し を 開 始 す る た め の 読
み 出 し 許 可 信 号 を 、 デ コ ー ド 再 生 部 に 通 知 す る タ イ ミ ン グ を 定 量 化 す る こ と が 可 能 と な り
、 装 置 の 自 動 化 が 実 現 で き る 。
 
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に よ れ ば 、 読 み 出 し 蓄 積 量 未 満 の 蓄 積 量 で あ っ て も 、 バ ッ フ ァ の 破 綻 が あ
れ ば 迅 速 に 対 応 す る こ と が 可 能 と な る 。
 
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に よ れ ば 、 ０ で は 無 い 値 Ｎ を 初 期 値 と す る こ と に よ っ て 、 装 置 の 稼 働 直 後
の バ ッ フ ァ 破 綻 を 未 然 に 防 ぐ こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 請 求 項 ５ に よ れ ば 、 伝 送 遅 延 ジ ッ タ が バ ッ フ ァ の サ イ ズ を 超 え る よ う な 大 き な も の
に な っ た 場 合 に 、 あ る 一 定 時 間 バ ッ フ ァ 破 綻 が 続 い て し ま う こ と を 未 然 に 防 ぐ こ と が 可 能
と な る 。
 
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 請 求 項 ６ に よ れ ば 、 平 均 遅 延 ジ ッ タ を 算 出 す る た め に 必 要 な 、 あ る 一 定 時 間 を 待 た
ず し て 、 バ ッ フ ァ 破 綻 後 、 即 、 平 均 遅 延 ジ ッ タ と 最 大 遅 延 ジ ッ タ を 算 出 す る こ と が で き る
た め 、 バ ッ フ ァ 破 綻 に よ る 画 像 再 生 の 停 止 な ど の 悪 影 響 を 短 縮 化 す る こ と が 可 能 と な る 。
 
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 請 求 項 ７ に よ れ ば 、 大 き な 最 大 遅 延 ジ ッ タ が 発 生 し た 時 な ど 、 読 み 出 し 蓄 積 量 が 大
き な 値 に な っ た 後 、 時 間 が 経 過 し 回 線 が 安 定 し た 時 に 、 読 み 出 し 蓄 積 量 を 再 び 小 さ な 値 に
戻 す こ と が で き 、 復 号 ・ 再 生 部 に お け る 画 像 再 生 の 遅 延 時 間 を 初 期 設 定 値 程 度 の 小 さ な 値
に 戻 す こ と が 可 能 と な る 。
 
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実
施 の 形 態 に 係 る デ ー タ 受 信 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 本 発 明 の 一 実 施 の
形 態 に 係 る デ ー タ 受 信 装 置 に お け る 処 理 フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 の 形 態 は 、 再 生 時 間 情 報 を 挿 入 し た 符 号 化 ス ト リ ー ム を 受 信 装 置 で 受 信 し 、 平 均 遅
延 ジ ッ タ と 最 高 遅 延 ジ ッ タ の そ れ ぞ れ の 値 か ら 最 適 な パ ケ ッ ト の 蓄 積 量 を 算 出 し 、 ア ン ダ
ー フ ロ ー の 頻 度 を 下 げ る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 １ に お い て 、 パ ケ ッ ト 受 信 部 １ ０ １ に は Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 し て 配 信 さ れ た 、 映 像
デ ー タ の 符 号 化 パ ケ ッ ト デ ー タ が 入 力 さ れ る 。 こ の 符 号 化 パ ケ ッ ト デ ー タ に は 、 送 信 側 で
時 刻 情 報 が 挿 入 さ れ て い る た め 、 受 信 器 内 の シ ス テ ム ク ロ ッ ク １ １ １ と 受 信 デ ー タ に 挿 入
さ れ た 時 刻 情 報 を 連 続 し て 対 比 さ せ る こ と に よ っ て 、 伝 送 路 に お け る ジ ッ タ の 様 子 を 知 る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
｛ 挿 入 さ れ た 時 刻 情 報 ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク ｝ と し た 場 合 、 例 え ば 、 三 つ の パ ケ ッ ト を 受 信
し 、 そ れ ぞ れ ｛ １ ： ２ ｝ 、 ｛ ２ ： ３ ｝ 、 ｛ ３ ： ４ ｝ で あ る な ら ば 、 伝 送 遅 延 ジ ッ タ は 常 に
１ で あ る こ と が わ か る し 、 ｛ １ ： ３ ｝ 、 ｛ ２ ： ４ ｝ 、 ｛ ３ ： ５ ｝ で あ れ ば 、 伝 送 ジ ッ タ は
常 に ２ で あ る 。 こ の 場 合 は 後 述 す る よ う に 、 平 均 遅 延 ジ ッ タ お よ び 最 大 遅 延 ジ ッ タ は そ れ
ぞ れ １ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
｛ １ ： ２ ｝ 、 ｛ ２ ： ３ ｝ 、 ｛ ３ ： ５ ｝ 、 ｛ ４ ： ６ ｝ で あ れ ば 、 伝 送 遅 延 ジ ッ タ は １ で あ る
こ と が 多 い が 、 ２ も 存 在 す る と い う こ と が わ か る 。 こ の 場 合 は 後 述 す る よ う に 、 平 均 遅 延
ジ ッ タ は （ １ ＋ １ ＋ ２ ＋ １ ） ／ ４ ＝ １ ． ２ ５ で あ り 、 最 大 遅 延 ジ ッ タ は ２ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
入 力 さ れ た 符 号 化 パ ケ ッ ト デ ー タ は 、 受 信 バ ッ フ ァ １ ０ ３ に 蓄 積 さ れ る 。 読 み 出 し 蓄 積 量
が １ ０ ３ に 蓄 積 さ れ 、 蓄 積 量 監 視 部 １ ０ ９ か ら 読 み 出 し 要 求 信 号 が デ コ ー ド 再 生 部 １ ０ ５
に 到 来 す る と 、 １ ０ ３ か ら １ ０ ５ へ 符 号 化 パ ケ ッ ト デ ー タ が 伝 送 さ れ 、 １ ０ ５ に お い て 復
号 化 し 、 ク ラ イ ア ン ト の モ ニ タ ー な ど で 再 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
１ ０ ３ に ど れ だ け の 符 号 化 パ ケ ッ ト デ ー タ を 蓄 積 す る か を 算 出 す る の が 読 み 出 し 蓄 積 量 算
出 部 １ ０ ７ で あ る 。 符 号 化 パ ケ ッ ト デ ー タ に は 送 信 側 で 時 刻 情 報 を 挿 入 す る た め 、 デ ー タ
受 信 装 置 に お い て は 、 そ の 時 刻 情 報 と デ ー タ 受 信 装 置 内 の シ ス テ ム ク ロ ッ ク と の 連 続 性 を
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調 べ る こ と に よ り 、 伝 送 路 に お い て 発 生 し た 遅 延 ジ ッ タ を （ １ ） 式 の よ う に 知 る こ と が で
き る 。
 
　
 
こ こ で 、 ENCt(i)は パ ケ ッ ト Ｉ の 時 刻 情 報 を 受 信 側 シ ス テ ム ク ロ ッ ク に 変 換 し た 値 で あ り
、 DECt(i)は パ ケ ッ ト Ｉ を 受 信 し た 時 の 受 信 側 の シ ス テ ム ク ロ ッ ク で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に 、 伝 送 遅 延 ジ ッ タ を 元 に 、 平 均 遅 延 ジ ッ タ Ｊ ａ を （ ２ ） 式 の よ う に 求 め る 。
 
　
　
　
 
さ ら に 、 時 間 幅 Ｔ の 間 の 伝 送 遅 延 ジ ッ タ の 中 で 最 大 の ジ ッ タ 量 を 、 最 大 遅 延 ジ ッ タ Ｊ ｍ と
定 義 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ こ で 、 バ ッ フ ァ へ の 蓄 積 量 が 好 適 で 無 い 場 合 に 起 こ り う る 事 象 を 説 明 す る 。 受 信 器 に 符
号 化 ス ト リ ー ム が 入 力 さ れ 、 受 信 バ ッ フ ァ に 蓄 積 さ れ て い き 、 あ る 量 （ Ａ ： 読 み 出 し 蓄 積
量 ） の 蓄 積 が 済 ん だ 後 に 、 受 信 バ ッ フ ァ か ら の パ ケ ッ ト 読 み 出 し が 開 始 さ れ る わ け で あ る
。 伝 送 路 に は 、 Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク の ト ラ フ ィ ッ ク 輻 輳 に 伴 う 変 動 や エ ラ ー 訂 正 に 起 因 す る
パ ケ ッ ト 再 送 な ど 、 短 期 的 な も の で あ る た め ジ ッ タ 量 の 平 均 値 が 変 わ ら な い 変 動 と 、 Ｉ Ｐ
ネ ッ ト ワ ー ク に お け る ノ ー ド の 増 減 や 伝 送 経 路 の 変 化 な ど 、 長 期 的 な も の で あ る た め ジ ッ
タ 量 の 平 均 値 が 変 わ る 変 動 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ れ ら 伝 送 遅 延 ジ ッ タ よ り も Ａ が 小 さ か っ た 場 合 、 大 き な ジ ッ タ が 発 生 す る と 受 信 バ ッ フ
ァ 内 の 符 号 化 ス ト リ ー ム パ ケ ッ ト が 無 く な っ て し ま い （ ア ン ダ ー フ ロ ー ） 、 再 生 部 に お い
て 復 号 再 生 が 不 可 能 と な る 。 ま た 、 Ａ が 受 信 バ ッ フ ァ の サ イ ズ よ り も 大 き く な る と 、 当 然
の こ と な が ら 符 号 化 ス ト リ ー ム パ ケ ッ ト は 受 信 バ ッ フ ァ か ら 溢 れ て し ま い （ オ ー バ ー フ ロ
ー ） 、 パ ケ ッ ト の 欠 落 が 発 生 し 、 こ れ も 再 生 部 に お い て 復 号 再 生 が 不 可 能 と な る 。 こ の こ
と か ら 、 Ａ の 好 適 な 量 は 、 伝 送 遅 延 ジ ッ タ よ り も 大 き く 、 か つ 、 受 信 バ ッ フ ァ よ り も 小 さ
な 値 で あ る こ と が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 こ の 条 件 を 満 た し て い て も 、 安 全 面 を あ ま り に 重 視 す る あ ま り 、 読 み 出 し 蓄 積 量 を
大 き め に と っ て し ま う と 、 再 生 遅 延 が 大 き く な る た め に リ ア ル タ イ ム 性 が 損 な わ れ て し ま
う 。 こ の よ う に 、 理 想 的 な 読 み 出 し 蓄 積 量 と は 、 伝 送 遅 延 ジ ッ タ よ り も 大 き く 、 か つ 、 受
信 バ ッ フ ァ よ り も 小 さ く 、 か つ 、 で き る だ け 小 さ な 値 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
そ こ で 、 本 発 明 で は 、 最 大 遅 延 ジ ッ タ と 、 式 （ ２ ） に 示 す 平 均 遅 延 ジ ッ タ の 差 の 時 間 に 受
信 す る デ ー タ 量 Ｂ を 最 適 な 読 み 出 し 蓄 積 量 と し 、 受 信 開 始 後 、 受 信 バ ッ フ ァ に Ｂ の パ ケ ッ
ト が 蓄 積 さ れ た 後 に 、 復 号 再 生 を 開 始 す る こ と と す る 。 １ ０ ７ に お い て 式 （ ３ ） を 計 算 す
る 。
 
　
 
式 （ ３ ） に よ れ ば 、 も し 伝 送 路 に お け る 遅 延 ジ ッ タ が 長 時 間 に わ た り 完 全 に 安 定 で 一 定 値
を 取 り 続 け て い れ ば 、 Ｂ を ０ と し 、 復 号 再 生 で き る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ ０ ７ の 計 算 結 果 は １ ０ ９ に 伝 え ら れ 、 １ ０ ９ に お い て １ ０ ３ の 蓄 積 量 を 監 視 し 、 １ ０ ７
の 計 算 結 果 に 相 当 す る 量 の 蓄 積 が 為 さ れ た ら 、 １ ０ ５ に 読 み 出 し 要 求 信 号 を 送 信 し 、 １ ０
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５ は 読 み 出 し を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
読 み 出 し 蓄 積 量 を 計 算 し 、 そ の 結 果 を デ コ ー ド 再 生 部 に 反 映 さ せ る タ イ ミ ン グ は 、 装 置 が
動 作 を 開 始 し て か ら 、 読 み 出 し 蓄 積 量 の 初 期 設 定 値 に 、 読 み 出 し 蓄 積 量 が 到 達 し た 場 合 、
及 び 、 ア ン ダ ー フ ロ ー や オ ー バ ー フ ロ ー 発 生 時 な ど 、 受 信 バ ッ フ ァ が 破 綻 し た 場 合 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
し か し 、 こ の 場 合 は 、 よ り 大 き な ア ン ダ ー フ ロ ー が 発 生 し た 場 合 に デ コ ー ド 再 生 部 に 反 映
さ せ る こ と に な る た め 、 処 理 を 続 け て い く と 読 み 出 し 蓄 積 量 は 増 え る 一 方 と な る 。 そ の た
め 、 回 線 が 安 定 し た 時 な ど 、 読 み 出 し 蓄 積 量 が 小 さ く て 済 む 場 合 に は 必 要 以 上 に 再 生 遅 延
が 大 き く な っ て い る と い う 欠 点 が あ る た め 、 本 発 明 で は 、 さ ら に 、 読 み 出 し 蓄 積 量 が 初 期
設 定 値 を 下 回 る 場 合 に も デ コ ー ド 再 生 部 に 反 映 さ せ る こ と と し 、 再 生 遅 延 の 肥 大 化 を 防 止
す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
動 作 開 始 時 か ら 、 読 み 出 し 蓄 積 量 を 決 定 す る 処 理 ス テ ッ プ を ま と め た の が 図 ２ で あ る 。 時
間 Ｔ の 間 遅 延 ジ ッ タ を 計 算 し 、 Ｔ が 経 過 し た ら 、 そ の 遅 延 ジ ッ タ 値 列 を も と に 、 最 大 遅 延
ジ ッ タ と 平 均 遅 延 ジ ッ タ を 計 算 し 、 式 （ ３ ） の 読 み 出 し 蓄 積 量 を 計 算 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
本 発 明 で は 、 遅 延 ジ ッ タ の 計 算 を 、 バ ッ フ ァ 破 綻 時 か ら の 時 間 Ｔ の 間 に 行 う と す る 場 合 の
み な ら ず 、 前 記 の よ う に 、 常 に 平 均 遅 延 ジ ッ タ を 計 算 す る こ と に よ っ て 、 バ ッ フ ァ 破 綻 後
す ぐ に 読 み 出 し 蓄 積 量 を 計 算 す る と い う 手 法 も 提 案 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ３ は 、 平 均 遅 延 ジ ッ タ ３ ０ １ と 、 最 大 遅 延 ジ ッ タ ３ ０ ３ を 説 明 す る 図 で あ る 。 読 み 出 し
蓄 積 量 は 、 ３ ０ ３ と ３ ０ １ の 差 に 相 当 す る パ ケ ッ ト デ ー タ 量 で あ る 。 ３ ０ ３ が 大 き な 値 に
な っ た 場 合 、 読 み 出 し 蓄 積 量 を 大 き く し な い と ア ン ダ ー フ ロ ー が お こ る 。 ま た 、 ３ ０ ３ が
３ ０ １ と 一 致 す る 場 合 に は 、 読 み 出 し 蓄 積 量 は ０ と な り 、 １ ０ １ で 受 信 し た 符 号 化 パ ケ ッ
ト デ ー タ は 、 リ ア ル タ イ ム で １ ０ ５ に お い て 再 生 さ れ る こ と に な る 。
 
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 … デ ー タ 受 信 器 の 処 理 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 … 読 み 出 し 蓄 積 量 の 計 算 の 処 理 ス テ ッ プ
【 図 ３ 】 … 伝 送 遅 延 ジ ッ タ の グ ラ フ
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
１ ０ １ … パ ケ ッ ト 受 信 部
１ ０ ３ … 受 信 バ ッ フ ァ
１ ０ ５ … デ コ ー ド 再 生 部
１ ０ ７ … 読 み 出 し 蓄 積 量 算 出 部
１ ０ ９ … 蓄 積 量 監 視 部
１ １ １ … シ ス テ ム ク ロ ッ ク
３ ０ １ … 平 均 遅 延 ジ ッ タ
３ ０ ３ … 最 大 遅 延 ジ ッ タ
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